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要 旨

し=標準のAX-3S作多PABXに付加する新サービス装置の一つとして押しボタンダイヤル電話装置を開発し

た0これほ従来の回転式ダイヤルの代わりに電話機には数字対応のボタンを設け柏手番号に応じてボタンを押

すことにより相手を呼び出すことのできる装置である｡電話機には高群4周波,低群4周波の音声帯域信号発

振器を備え,上記ボタンに応じて2渡組合せしてダイヤル信弓･として線路に送料する｡交換機側には上記信号

を正しく受信する受信器と,受信情報を蓄積しさらに局線に対しては通常のダイヤルパルスに変換送出するレ

ジスタセソダを付加したものである｡

押しボタンダイヤル方式はダイヤル時間が早く,操作も現代感覚にマッチしているほか,ボタンを増せばダ

イヤル数字以外に6通りの信号を利用しうる余地があり,将来の電話方式として期待されている｡

炎1 州しボタンダイヤル周波数配列

l.緒 口

自動式電話機がり三川化されて以東今卜ほで如､問,回虹℃ダイヤ

ルが用いられてきた｡アメリカでほ回転式ダイヤルの代わりに数字

ボタンを用いる試みが早くから行なわれ,近年本格的な実用段階に

ほいった模様である｡ヨーロッパでも研究されており文献などにも

時おり紹介されCCITTなどでも論議がやかましくなりつつある｡

わが国でも日本電信電話公社をほじめとして種々と検討されており

可'乎来の電話機として多大の興味が持たれている｡

日立製作所では新サービスとしてPABXに木方式を適用し実月+

化することとし,別掲のAX-3S形PABXの什符装置煩の一環とし

て開発した｡

押しボタンダイヤ′し方式でほ回転ダイヤルのように直流を断続す

る,いわゆるダイヤルパルスを用いることほ困難である｡そのため

いわゆるfour-by-fourコードによる音声帯域内の交流信号を用い

ている｡なお,局線に対しては現状ではこの信号を直接送出しても

接続できないため,PABX内で通常のダイヤ′レミルスに変換して送

料する｡

押しボタンダイヤル方式の特壬壬ほ

(1)ダイヤルに要する時間が凹転ダイヤ′しに比べて短くてす

む｡したがって使用者側の立場からは回転ダイヤル放転時

のもどかしさがなく,特に内線相互通話では相手呼出が早

くなる｡

(2)きゅうくつな指穴がなく,ダイヤルしやすい(｡さらに押し

ボタン操作ほ最近の各種の機槻類の一般的なすう勢であ

f),使用者の好みにマッチしている｡

(3)本質的には16通りの信号がとり出せるので将来数字以外

の情報を加え交換機に特殊機能をもたせることができる｡

また音声帯域内信号であるため,加入者相互間で直接信号

の送受ができるので,簡単なデータ伝送とか遠隔制御に用

いることができる｡

一方実用イヒにあたっては,技術的に次のような問題点があり,絶

対的な解決は困難であるが,本装置を構成するそれぞれの装置で解

決し,実用上十分であると考えられる｡

(1)電話機内の発振器ほ交換棟より加入者線路に流される変動

*
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の大きい電流を電源とし,周朋条件も過酷である｡J

(2)信号と伝写の閃に送話器がそう入され,信号とまぎらわし

い維音が送け1される吋能性がある｡

(3)加入者線路損失は,加入者ごとに異なるため受信機人力が

大きく変動する｡

(4)発呼時交換機より加入者に送出する発信音が受信機の雑音

入力となり,しかもレベルはかなり高い｡

(5)加入者がボタンを押している時間が非常に短い場合にも,

発振器,受信機およびレジスタは応勤しなければならない｡

2･押しボタンダイヤル電話装置概要

2.1信 号

電話放からダイヤル情報として送る信号周波数およびその組合せ

は表1のとおりである｡l利こ示すようにそれぞれ4波よりなる高低

2群の周波数があり,数`i二対応のボタンを押すことにより,高評1

波,低群1彼の計2周波が発振し,送出される｡信号としては16

通りの組合せが叶能であるが,[文1中?告白欄の周波数組合せは予備で

あり将来数了以外の情報として利用することが考えられる｡

2.2 適用交換機

H立製作所の大形標準機種であるAX-3S形クロスバPABXの付

加装置として開発された｡マーカ,フレームなどとの接続条件は標準

仕様のダイヤルパルス用レジスタなどと同じとして,既設のAX-3S

形交換機にも容易に付加できるようになっている｡

2.3 構 成

本装芦凱土従来の回転式ダイヤル電話機と押しボタンダイヤ′し電話

機とを混用できるように構成されている｡内線数が多く,しかも押

しボタンダイヤル電話機の比率がきわめて大きい場合には,レジス

タセンダと受信機,あるいはレジスタとセンダを分離する形式が経

済的であるが,本装置でほ押しボタンダイヤル電話棟の数が少な
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く,押しボタンダイヤルレジスタセソダの

数が比較的少ない場合を対象とし,レジス

メセンダ対応に受信機を設ける方式を梓

川してある｡

図lは交換局内の装置であり,‾F部より

受信磯,レジスタセソダがおのおの2装置

搭載されており,上部にはセソダリソクお

よび局線出トランクが搭載されている｡必

要に応じて受信機,レジスタセソダがおの

おの2装置増設可能であり,別架を設けれ

ばさらに増設することも可能である｡

2.4 動 作 概 要

即しボタンダイヤル装置を†､j‾加した場合

のrl‾1継方式図を図2に示す｡

押しボタンダイヤル電話枚TELlの送

受器を上げると,押しボタンダイヤルレジ

スタセンダORSに接続される｡加入者が

ORSから送出される発信音を聞いてダイ

ヤルすると,ORS対比1こ設けられた押しボ

タンダイヤ′し信号受信機RCVで信号を受

†｢‡してORSにL自二流出力を与える｡ORSで

所定の数`トを苗横し終わるとマーカMKR
図1 レジスタセノダ当竺

を起動する｡MKRは自局内接続の場合に

は【二川J内トランクIOTを用い接続し,

ORSほl白二ちに復I目する｡局線あるいは私設線への出中継接続で,

榔手桶がダイヤルインパルス形式の場合には,MKRは加入者と出

トランクOGTを接続するとともに,セソダリンクSLを閉じてORS

とOGTを接続する｡

以後加入者から送られる後続のダイヤル信号ほOGT,SLおよび

RCVを経てダイヤル番号をORSに受信蓄積する｡

これと同時にORSは,蓄積されている番号をSLおよぴOGTを

総てた,う線あるいは私設線に対して一定ミニマムポーズで順次送出す

る｡所定の数字を送出し終わるとORSはSIノとともに復旧し,加

入者ほ局線あるいほ私設線に接続される｡

3.押しボタンダイヤル電話磯

3.1設 計 方 毒十

この電話機は次のようなねらいのもとに設計された｡

(1)電話棟本体は650形を去仁木とする｡

(2)発信周波数はfour-by-fourコードによる｡

(3)着信は一般加入電話と同一方式で磁石電鈴を用いる｡

(4)押しボタンダイヤルに回転形ダイヤルとの互換性をもたせ

る｡

3.2 お も な仕様

(1)動 作 範 囲

(2)通 話 性 能

(3)発振周波数

加入者線路抵抗 1,500王1以‾F

`電 源 電 圧 48V±10%

使用温度範朗 一10℃～50℃

650形電話機と同等

周波数ならびに配列は表1による｡

周波数確度 ±1.5%

出 力 高群 -0.5dBm

低群 -3.5dBm

3.3 構造ならびに主要部品

(1)本 体

電話機の外観を図3に示す｡押しボタンダイヤルと回転ダイヤ

ルとの互換性を実現することにより国内の標準品である650形電
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図3 押しポグソダイヤ′し電話機
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図4 押しボタンユニット

話機の回転ダイヤルを押しボタンダイヤルに交換するのみで押し

ボタン電話機を構成でき,現時点ではて_L産性,経済性を考え合わ

せたとき最も好ましい一方法であると考える｡

(2)押しボタンユニット

押しボタンユニットはオシレ一夕ユニットと一体になり,押し

ボタンダイヤルを構成するもので回転ダイヤ′レに代わる押しボタ

ン式スイッチである｡図4ほその外観であるし)縦,横方向のボタ

ンに対応した駆動片をマトリックス状に配列し,ボタン対応のス

イッチならびに各ボタン共通のスイッチを動作させる方法でスイ

ッチを駆動する｡押しボタンユニットの機械的仕様は次のとおり

である｡

(a)ボタン完全降下圧力

(b)ボタン不降下圧力

(c)ボタンストローク

(d)接 点 圧 力

500g以F

50g以下

3.5±0.5mm

lOg以上

(3)オシレ一夕ユニット

LC同調方式によるもので発振周波数の安定化のため温度係数

の相反するスチロールコンデンサと,フェライトコアのトランス

を用いキャパシティ,インダクタンスの変動を相殺させ,LxC値

をほぼ一定にするようにしてある｡オシレーダユニットは同調用

コンデンサを除き押しボタンユニットに組み込まれている｡

3.4 諸 特 性

(1)電圧ならびに温度特性

電話機内のオシレ一夕ユニットにはLC同調部,トランジスタ

巾82一
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などを用いており,電源は線路を介して交換枚側より供給を受け

るので温度変化ならびに線路抵抗,すなわち電話機に付加される

直流電圧変化に対し発振周波数ならびに発振出力が変化する｡こ

れらの特性の一例を図5,るに示す｡電圧特性,温度矧生とも多

少の変化は見られるが,総合動作上まったく問題ない値できわめ

て安定している｡

(2)押しボタン圧力特性

押しボタンユニットのボタン降下,復旧とストロークの関係

(代表例)を図7に示す｡降【F,復旧過程においてひっかかり,異

常な摩擦はみとめられず円滑に動作している｡

(3)発振時間とミニマムポーズ

ボタンを押しダイヤルするとき,発振持続時間ならびにミニマ

ムポーズほ最低どの程度確保できるかということは受信器の設計

上重要な問題の一つである｡タイピスト,一一般事務員,作業者な

ど男女10名を対象に実際操作させ測定した結果,1数字だけを故

意に早く押すか非常にあわてて操作しない限り発振持続時間なら

びにミニマムポーズとも最低100msは十分確保できることがわ

かった｡なお試験に当たっては次の条件をつけた｡

(a)電話番号をあらかじめ記憶していること｡

(b)電話番号には同一数字の連続も含まれている｡

(c)確実にできるだけ早くボタンを押すこと｡

400

∧U

O

O

<U

3

2

(
叫
)
ぺ

世

∴

恥

′羊

八UO

ノ㌢

妙

..へ

4,-

㌔.
レハ.

十人√-キ㌦

1 2 3 ∠

ストローーク(mnl)

図7 押しボタンJ‾■E力特性

11(Ⅰ一) 【)El'(1一)

芸

l.川･･1

1□

S卜

_･＼＼1l)
了11

小｢ナ+ヨーB-一甘-｢
芸

rl'】=1)

芸

ニミニ

ニミニ

只二二

11

一く --に

ー巨]

1こ 一に

L勾8 押しボタンダイヤノL信号√受r言器ナlコックク､イヤゲラ∴

4.押しボタンダイヤルレジスタセンダ

4.1お も な仕様

(1)番号蓄積容量 最大11けた

局線あるいは私設線のルート識別用として1けた,局線あるい

は私設線への送出数字を最大10けたとした｡ただし,必要に応

じて全けたあるいは2けたまでの数字はマーカより転送される情

報により自由に消去され送出できる｡

(2)リセットコール

被呼老話中のときマーカより転送される情報により,リセット

コールができる｡

(3)送出インパルス規格

インパルススピード

インパルスメーク比

ミニマムポーズ

10±1PPS

33±3%

600～1,000ms

(4)描線あるいは私設線への送出けた数の決定

局線あるいは私設線へダイヤルインパルスを送出する場合,送

出すべきけた数が決まらない場合がある｡局線について考えてみ

れば,市内番号はけた数が一定しているが,市外番号は決められな

い｡すなわち,レジスタセンダでは所要のけた数を送出し終った

のであるか,それとも,加入者のダイヤル途中怠りであるかの識

別ができない｡そのために,本装置では局線あるいは私設線へ送

出する第1数字を識別し,けた数の決まる場合には所定のけた数

送出し終わると直ちに復旧する｡けた数が決まらない場合には,

被呼老応答による極性反転により復附するが,被呼老の応答が迩

ー83
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い場合およぴH形局のように極性反転を得られない場合がある

ので,番号受信後監視を行ない約10秒間に次の番号が受信され

ない場合は全けた送出し終ったとして,ORSは復IRする｡

5.押しボタンダイヤル信号受信器

5.】回 路 構 成

ブロックダイヤグラムを図8に示す｡入力に入った高群1周波,

低群1周波の信号ほ共通増幅器AMPで増幅され,ダイヤルトーン阻

止用の高域通過折渡器HFを通って,分波器SFによって高群信号

と低群信号に分けられる｡おのおのの1周波ほリミッタLIMによ

り一定レベルに振幅制限され,入力レベルのいかんにかかわらず一

定レベルの信号を帯域折渡器TLに供給する｡TLは高群,低群お

のおの4周波の直列同調回路から成り,その出力は検波器DETの

初段のトランジスタによF)レベルが識別され,出力トランジスタを

駆動すると同時に,タイマーTIMに加えられる｡タイて-ほ,高

群1波,低群1波の信号がある時間継続したことをチェックした後,

40msのタイミング出力を出し,ゲート盤GTのトランジスタを制

御する｡出力はDETの｢H力トランジスタとGTのトランジスタが

ともに導通したときに流れ,したがってその矧抑よタイて一により

40ms一定にコントロールされている｡GTは出力を出している間

は同時にDETの初段のレベル識別用トランジスタのバイアスを変

えて,受信されない周波数の出力が雑音などによって誤って出るこ

とを防いでいる｡

一般に帯威内信号器では音声などの擬似入力による誤動作が大き

い問題でるが,この受信器では,リミッタによりエネルギーを広い

周波数成分に分散させるとともに,検波器のスライスレベルを浅く

とることならびにタイマー盤の信号継続時間チェック回路,前述の

DET初段トランジスタのバイアス制御により,この問題を解決し

ている｡本回路構成の特長は,音声誤動作を有効に押えるとともに

正統的回路構成のものに比べ,約%の大きさになっていることで

ある｡図9はその実装匝卜ごある｡

5.2 仕 様

その主要な仕様は次のとおりである｡

(1)入力信号周波数偏差 ±2.2%以下

(2)入力信号レベル
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(8)出力パルス幅

(9)ステアリング出力

低群 -1～-20dBm

高群 ＋2～-20dBm

20dB以上

40ms以上

40ms

lOdI】以下

信号時 200∫lまたほ2kn負

荷に10mA以上

無信号時 0.5mA以下

40ms±10ノ%

j二E規の入力信号が印加されたと

き(7)と同じ条件のステアリン

グ信号を出す

(10)受信器入力に印加されるダイアルトーソ 下記を満足する

…n

W的

条例川周

電

1

2

1

1

こと

周波数 400c/S±5%

ひずふ率 25dB以上

レべノレ 入力にて-22dB以下

0､50℃,35､80%

48V±10プg

る.結 R

以上AX-3S形PABX用として開発された押しボタンダイヤル装

置について述べたが,将来に対する押しボタン方式の大きな魅力の

一つは,従来のダイヤルパルスと異なり電話交換のための電話番号

以外に種々な情報を端末装置と中央装置,あるいは端末装置間で通

話音声と同様に送受が可能な点である｡やがて出先から押しボタン

電話機を使って事務所や家庭の装置を遠隔操作したり,質問情報を

送って回答をもらったりする装置が実用化されることも予想され

る｡こうなると電話の用途は単に通話のみにとどまらず大きな飛躍

が期待される｡本装置の開発を一つの足がかりとしこの方面への応

用が今後の課題であると考える｡

終わりに本装置の開発にあたり,終始ご指導ご協力をいただいた,

関係各位に深甚の謝意を表するr,
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